




この数年ゆ が国の繍 学界は識 会犠 建設および繍 鍍 改勤 鐵 に
もとついて,行政鍛 を基礎とする計画制度と競争メカニズムを基礎 とする市
場制度という両制度間の効率 ・差異を比較し ソ連 ・東欧諸国の転変の歴史的
経験と教訓を総括 し,ある種の樋 識 に徐々に到達 し・市場繍 の建設をわ
が国の社会蟻 経済制度の改靴 あの基本纐 として確立すべきだとphiし




このよう種 要な嘲 に淋 会蟻 繍 譲 の歴史的沿靴 回顧し・わが国




伝N」 な社会蟻 学説 によれば,社 会主義経済 は計画繍 で しかあ り得な
い.マ ルクス蟻 の古賭 作家は,カ・つて次のように考えた・公有制の条件の
下で,「生産報 の全国的集中は,舳 で平等姓 麓 のb体 か ら繊 される
社会の全国的基礎になるであろうし・ これらの生(1)者は洪 同の合理的計画に
もとついて社会的労働に齢 的に従事するであろう」・すなわち・社会的生産全
体は,社 会を代表す る中央緬 機関があらかじめ定めた計画にもとついて行わ
れるり と0
2。世紀は,上述 した計画繍 仮説について渓 践 ・検証を行い・また歴史的
結論を下す世紀である,と言 ってよい・今世紀の初め・カウツキーからレー二
234商 経 論 叢 第33巻 第1号
0115)
ンにいたる社会民主党の面々は・集中的緬 繍 制度の具体的設計をっ くりだ
した・それと同時に・新古典派 ・%=学の大家v・ パ レー トとその弟子たちは,
市場メカニズムが資源の髄 配分をどのように実現できるかについての激 学
的擁 さ砒 肩する論証を用いてy___.の「羅 蟻 の生産省」醐 定する科
学的計算を経た緬 によって浦 場制度 と同様の効果を達成 し 希少資源
の最
適配分が実現できることを証明 した。
+胆 命後のソ連で藻 中的緬 繍 制度の最初の原型鍵 設された
.そ の
後｠｠国 を含む____.の社会蟻 国は・ この原型にもとついて泊 国で長期の実
践を行 った・実践の結果・次のこと醐 らか}こなった.軸 初期の緊急状態下
および轍 旗 期のように・f=が 比較的単純で,人 民大衆の革命的情熱
が醐 し国家目標が絶対的鱒 地位を占める条件の下でのみ
,こ のような集中
的計醐 度は大衆 に受け入れ られる・それは趨 源の動員に有利であ り,国 家
の指定 した用途に集中的に使用 し・比較的大 きな艇 醗 展の余地がある状況
の下で・比較的朗 な発展翻 を保つことカ.,できる
.そ れゆえ,ソ 連は戦前期
および轍 復興期に・資本蟻 諸国と比べて高し・成長率を保つ ことがで きた
(アメ リカの繍 学 煮 ・》 ソ ンは1928-55年の ソ連 のGDPの 年 平 均 成長 率 を
II
fi.3と推計したが・これは大多数の資本蟻 国より高い)
.し か し,平和建設の時期 こ
はいると・ とくに内包的成鍛 階に1まいって以後 この集中的緬 制度
の欠陥
は・十全に暴露 されるに至 った。
経済発展鯉 想どお りでなかったので,社会主義諸国は5・年代中期か ら,ぞ
くぞくと旧来の繍 制度 について改革の推進 に着手 し始めた
.し か し,計醗
済制度の欠陥およびその根源の所在 につ いて,徹 底的な識 が欠 けてし、たた
め・改革の目標'モ デルについて証 しし、選択をな し得ず
,あ るいは灘 の実
際の措置や操作 に重大な誤 りがあ ったので,多 くの国の改革 は成功 しなか っ
た・___..の社会蟻 諸国の1=の 儲 遅 れ1ま,8・年代末か ら9・年代初めにy








繍 システムの運動 作用とは,結局 異なる部門・黙 る地域 異なる経
済単位 の間でいかに有限の資源を配分 し,郁 艮の資源を最 硝 効に利用できる
か という髄 である.う ま く配分すれ1ざ渤 率は高 くなり注 産の蝦 は速 く
なる.資 源の有効配分は,一 定の制度の工夫 とルールの設定・すなわち一定の
制度に依存せざるを得ない.い わゆる,あ る繍 制度が優雛 を徹 ていると
いうことは,そ の制度がもっと有効}こ資源を配分 し 利用できるということを
指す.し たがって洛 種の繍 制度の長短優劣を測る根本的基準は・資源の有
効配分の機能を効果的に実現できるかどうか・社会的生産力を発展 させること
ができるかどうか,で ある.伝統的な社会議 経済鍍 の根本的欠陥は・上述
した機能を完遂できない点にあり通 常 資源の誤 った配分 と生産の低効率を
生みだす点にある.そ れゆえ,旧 制度 は,も っと有効に資源を配分することが
できる新 しい経済制度に,と って代わられねばならない。
原則的に言 って,社 会化e業 化され姓 産において・二っの方齢 よび手
段樋 じて資源は配分 し得 る.0つ の手段1ま・行政命令である・たとえば・い
かなる経済制度の下でも,ある経済行為の主体(たとえばある生産戦)の 内部で
は通 常,行 政手段を用いて資源を配分する・ もう一つの手段 は・市場の力で
ある。たとえば,市 場経済の条件の下では,社 会的資源は,市場価格によって
行われる商品交換樋 じて,黙 る繍 行為の主体(舗 地域 蝶 臥 など)
の間で,配 分が行われる.作 用範囲によって区分すれば・資源配分 は・ある企
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伝統的な緬 繍 制度における資源配分の要点 は藻 中的に織 した予定計
画によって・マ知 と ミク・の資源配分の政策決定を統一的に行 うことであ
る・先人の研究によれば注 観的に制定 した計画が溶 観的実際を反映 し
,資
源の最適配分 という關 を達成 し得 るとすれば,か ならず次の二っの前提を備
えていなければならない・第一に・中央の計画機関は,社 会全体のすべての経




①計算に偏差槻 れる叱 ②厳格な執行が不可能なこと,に よって失策を表
面化 させる・問題は沙 なくとも予見 し手尋る未来に,上述 した二つの条件を備
えることは不可能な点にある・ それゆえ,こ の資源配分の方式を採用 して計
画を制定 し計 画轍 行するとき,克服 しカaたい情報面での障害と激励面での
困難 に遭遇する。
情報メカニズムの面か ら言えば,現 代繍 において,資 源配分の政策決定の
正 しさを保証 しようとすれば・かならず情報の収集 ・伝達 ・処理などの問題を
鰍 しなければならない・われわれの時代,ひ とびとの欲望 はきわめて魏 で
ありsかっ変化 もきわめて速 く・次から次へと現れる新製品は新たな消費欲望
を刺激 し したが って糧 の情報を生みだす.そ れと同時に9"代 経済の生産
儲 もまたきわめて礫 である・ さらに科学技術の一肝 里の進歩,新 製品,
新素材・新技術の不断の出現 によって,あ る使用価値の生産のために採胴 能
な生産 プランおよび技術工程は,千 や百にとどまらない。総 じて,わ れわれの
階 報爆発」・「瞬息万変」の時代に,社会のすみずみで分散的に発生する大量の
情報を収集 し適 時に中央の計醸 関に伝達することは,きわめて騰 である。
しかも たとえ中央の計画機関がこれ らすべての情報を掌握 したとして も 日
,
月で計 る時間内に畿 千万畿 億の変量を含む均衡方程式の組の解を勅 ,計
算繰 を統一的な洛 部門間の相互連繋計画に変え,そ れを各層 ごとに分解.
下達 し・基層単位にいたるまで執行 させることもまた,根本的に不可能である。
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激励メカニズムの面か ら見れば,行政的資源配分方式を採用する 陽 合の]困
難は,さ らに大 きい.蜘 のように,ど のような資源醐 方式の下で も 淀
の激励メカニズムがなければならず証 しい資源配分の政鰍 定が徹底的に執
行 され得 る保証がなければな らない.勲 的計画繍 の資源配分方式の下で
は,繍 政策の決定 は,社会全体蠣 成員の総利益を代表する中央の計画機関
によって集中的につ くられ,か つ階層箭」(hierarchy)原則にもとついて繊 さ
れた 「社会全体」樋 じて執行 される.こ のこと1ま・社会全体のすべての繊
_一 すべての基層組織 仲介組織 さら1ご計画機関そのものを含む一 圃が・マ
ルクスの描いた 「社会的・ビンソン」の肢体,あ るいはM・ ウェーバーが言 う
ところの理想的階層繍(bureaucratic・rganizati・n)のような行動をすること
を要求する.こ れらの繊 は,社 会の規定 した任務を全部完遂する以外に泊
舶 身 いかなる鰍 な利益 腰 求 もないので・社会の統一計画を執行す ると
き,い かなる偏差 もあり得ない.事 実力::し ているように・ この前提は・社
会議 の条件の下でも充たすことは祠 肯旨である・社会議 の騰 において・
個々の繍 緻 の当事者 は,計画の制定者や執行者を含め・すべて自舶 身の
利益をもっている.こ の利益と社会の総利益 とは・常に稲 する・そこで,そ
れ らは請 報の提供,緬 の織 計画の執行 において意 舗 あるいは鰭
識的に局部的利益の影響綬 けざるをそ尋ず逸 脱姓 みだす・ したがって・か
っては現 代の情報 ・計算技術の発展が,先 進情轍 術の運用樋 じて潰 源
の予定計画配分 を用い請 報面の騰 を角翠決できる・ と考えた人がいたが・行
政報 を採用 して多 くの繍 活動当事者間の禾l」益 ・稲 を翻 させる適切な方
法を提出できる都 いなかった.言 うまでもな く・生産の発展および技術の進
歩の過程で請 報量の増大は必然的に計算技術の発展より速 く・計算技術の向
上にたよっての請 緬 の困難克服の企ては・実現祠 能な幻想の運命にある・
たとえ情欄 題が//1/,rしたと て も 行政的な資源配分方式の激励問題 は・解
　　　　であるO
それでは,行 政的資源配分方式に代えて,ど のような社会的資源配分の方式
を用いればよいのか.多 くの試験が行われ,非 醐 的方法を用いてこの問題を
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解決す ることが試みられた・たとえば,わ 姻 で1ま,行政的分権の方法が くり
かえ し採用され藻 中的緬 繍 に代えて,分散的,多 中心的な緬 経済力雪企
図 された・結果 として・繍 の運動 作用の状況は,鰭 されるどころか,カ、




礎とする方式があ り・この二つにり である.そ うだとすれば}い わゆる繍
鞭 改革 は揃 の方式に代えて談 の方式を用いて計 画繍 か ら市場
r=へ
の轍 を実現するだけのことである・市場酉己分方式の優れている点は備 少資
源の配分が・暢 というきわめ磯 能的な灘 に依存 して畿 千万 もの商品経




るし・また混乱 ・鰍 序の状態を出現 させない.第 一に情 報メカニズムか ら
見れば浦 場取引と相対価格の確定 とを通 じて洛 繍 醐 の当轄 は
,繍
全体のすみずみで くまなく分散的に発生する需縮 報を分かちあ う
ことカSでき
るので・こうして・社会化大生産における'椿報の広轍 発生 と集中的処理 と
の
間の稲 を轍 するのである・第二に洛 機 源の配分政策は,行 政勧 にた
より・上か ら下まで貫徹するのではなく,効 用の最大化を追求する繍 活動の
当事者が市場のシグナル(この市場のシグナノレはすでに社会的謙 の要素を含む)
1こ
もとついて泊 己の利益の計算樋 じて,自主的につ くり,醗 的に執行 し,




企業数が粉 多 く・かっ舳 に参入できることn占 が存在 しないこと(K完
全
競争の仮定")・第二に・価格が粉 弾力的であり演 源の離 状況 すなわち資
源の相対的希少度をただちに反映できること(・価格の敏離 の仮定・)
.こ の二っ
の条件が備わっていないならば・市騎1度 の効率 も理想の程度燵 することは
難 しい・殿 の市場繍 では・ この二っの条件を完全 に備えることは不可能
で
ある・集中的緬 繍 の下での状況と異なる点1ま,二 っの条件が近似的に充た
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され得 ることである.た とえば,現 代の条{牛の下で・完全競争の市場は存在 し
得ないが,独 占的競争,寡 占的競争などの不完全競争の暢 あるいは講 的
市場 と呼ぶもの も漣 設 可能である.価格が資源の離 状況をただちに反映す
ることはあり得ないが凝 争的市場の条{牛の下で・価格 は・結局洛 種資源の
相対的希嬢 をほぼ反財 ることができる・以上等々・このほかに・その他 「市
場の失調」や 「市場の失敗」の状況 もある・ しか し・ これ らの欠陥は・一定程
度諏 府の介入および行政鱒 で補 うことカミできる・ とくに・社会蟻 の条件
の下で,国 家は,多 くの手段をもってお り・介入と指導を行い・さらに配 の
影響力を運用 し,資源の配分状況を改善することができる。
総 じて,計 画繍 と市麗 済 という二っの資源配分方式は浦 効な運動 作
用の前提をf7Ytておらず,ま った く黙 る状況にある・前都 揃 提を備える
ことが完全に不可能である.とくに現代経済において・科学技術の飛蹴 進あ
新 しい生産の可能性の次から次への出現濡 要離 の大変な礫 さと 「鵬 万
変」 という状況の下では,さ らにそうなる・後者は・前提を完全備 えること
は不可能であるが港 本的前提を備えることは可能である・それゆえ・ この資
源配分方式 は湘 対的に鋤 である。以上によって淀 義か ら灘 した繍 だ
けでなく,計画経済制度をすでに実行 した社会議 諸国が・経済競争で連敗 し
た事実 も,こ のことを証明 している.伝統齢1渡 の下で・色 とりどりの・乱雑
な消極的現象が生まれた根源は,ま さにここにある・ これ らの消勧 現象を除
去するためには,旧制度の革命雛 濃 計画繍 に代えて市場経済を用いな
ければならない。これこそ,社 会主義国の改革推進の本質の所在である。
近年の"計 画経済と市場経済との争い"
わが国で現在進行 している改革 と,そ の他の旧社会主義諸国で進行 している
改革 は洞 じではない.わ が国の人民1ま,雛 辛苦 ・蜥 に満ちた改革の実践
において畿 多の思想 ・....IA;の舗 上 反傑 経験 し・社会蟻 経済の根本的
改造の糸。を徐々に探 し,社会臓 の復興のための新 い'w:LM"を切 り拓いた・
これまでの中国の経済改革が,比 較的大きな成功を収めることができたのは・
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まず第一に われわれの改革が,最初から市場メカニズムの作用を不断に拡大
するという明確な目標をもつという利点があ り,ま た巧みな方法を採用 し,こ
の目標を揺 らぐことな く推進できたか らである。
改革の初期 に・わが国の大多数の繍 学者1よ わが国の社会蟻 経済は 「計
画的商品経済」である・とすでに議 していた.198・年の経済改革に関す る最




国の経済改革の原則および方向は,商 品経済の発展 と社会化大生産の促進 とい
う要求に従 ってf「単一の計画的調整を,計画の指導の下での市場調整の作用の
十分な発揮に改めることである」。




た。「社会主義経済 は,計 画経済で しかあり得ない」,「計画経済の基本的指標」
は 「指令性計画」である。それ らの論文の認識によれば,「計画的商品経済」と
いう定式 もまた誤 りであ り・それゆえこの定式の 「落ち着き先 は,依然 として
商品経済であり・計画繍 は抜け落ちて しまう」.さ らに次のように考えた.商
品経済の原則に従い,「国営企業を完全独立計算,損益 自己責任の経済単位に改
変 し」,「競争が経済発展の推進力である」等々を確認することと,「われわれの
社会主義経済制度 とは,あ いいれない」。 こんなことをすれば,「社会主義の計
画経済原則によってではなく,資本主義の市場経済原則によって,わ が国の経
済管理制度の改革を行 うことになる」。 それ らの論文 はまた,「マクロ経済は計





部の経済学者の計画 と市場の関係についての識}こ は偏 りがあると指摘 し 次
のように提起 した。「わが国には,商品生産および商品交換が依然 として存在す
るが,わ れわれのｺ_を 決 して商品経済 と概括 してはならない・ このように概
括すれば,… …計画的に発財 る社会蟻 経済 撫 政府状態の資本蟻 経済の
間の境界を曖昧に し,社会議 経済 と資本主義経済の本質的区別を曖昧 にす
る」。す ぐ後で,党 の正式の文書中の関連す る定式 は次のように改あ られた。
「わが国は,公 有制を土台にs計 画経済を実行する」。「計画的な生産 と流通は,
わが国の国民経済の主体である。同時に,一 部の生産物の生産と流通にっいて
は計画を行わず,市 場による謹 を許す・一 ・ この部分は・計画的な生産と流
通の補充であり,従属的,副 次的である」.その後・これ撰 なる定式は藩 本




革の翻 を停頓 させたけれども 「制度外」では依然 として改革は商 品経済の










したが って 「国営企業の素質を増強す る」ために通 らなければならない道は,
国営企業を独立の商品経営者 にすることである,と。1984年の夏から秋 にかけ
て,一部 の経済学者は,社 会主義の計画的商品経済 という定式を復活すべきだ
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という考えを,共産党中央に提出 した。第12期3中 全会 はこの意見を受 け入れ
た。 この総会が採択 した 「経済制度の改革に関する決定」 は,次 のように明確
に指摘 した。「計画経済 と商品経済とを対立させる伝統的観念を突破 し,社会主
義的緬 繍 臆 識的に価値法則に依拠 し,価値法則を運用すべきであり,公




た。郡小平同志は,こ の 「決定」に対 して高 い評価を与え,次 のように指摘 し
た・ この 「決定」は・「マル クス蟻 の新 しい政治経済学 であ2」
.「この文書が
すば らしいのは,社 会 主義が何 であるかを解釈 した ことであ り,あ る点で,ご
先祖 さまが 言わなか った ことを言 った ことであ る」。「この数年 の実践 がなか っ
たな らば,こ のよ うな文書 は書 けなか った」。「これ こそ まさに社会主義 の堅持
であ り,そ うしなければ,"4人 組"の"社 会 主義の雑草 はいるが,資 本 主義 の
瀦 はい らない"に なって しま曾」.醸 同志 もまた次 のよ うに指摘 した.「こ
の総会が審議 した"経 済制度の改革に関する決定"に おける,計 画制度の改革
にっいての基本点をなす四っの概括は,わ が国の目下の実際の状況に完全に合
致 している。現在・わが国の経済規模 は,50年代 と比べてずっと大 きく,ず っ
と複雑である。50年代に適用 した若 干のやり方 は,その多 くが現在 もはや適用
で きない」。「50年代 のや り方 を現在 また踏襲 す るな らば,う ま くゆかな曾」。こ
うして全党で・改革の本質および目標についての共通認識に到達 した。
事実,多 くの経済学者が当時すでに指摘 していたごとく,社 会主義の大生産
の条件の下で商 品経済は,ま さしく市場経済であ宥.「商品経済」は,漣 の
経済学教科書が使用 していた言葉にすぎず,さ らにわが国の幹部が熟知 してい
たため,当時 この言葉を採用 したことは理解できる。しか し,「経済制度 の改革
に関す る決定」が新 しい経済制度について具体的に述べた箇所から見ると,そ
れは,わ が国で建設 しなければならないものが市場配分を基礎 とする資源配分
の方式であることを規定 してお りT[この点で]た しかに疑 いの余地 はない。 い
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わゆる社会蟻 の計画鏑 品経済 は,社会蟻 のマク・の縫 管理および政府
の介入(すなわち計画的指導)を ともなう市場経済でもある。
しか し,あ る齢 家は,行 政的な資源配分方式の堅持 という立場をいまだに
放棄 してお らず洪 産党中央の 「繍 制度の改革に関する決定」の採択後 も・
比較的迂回の方法をとって,も はや社会蟻 的商品繍 という定式を正面か ら
攻撃せず,「社会臓 経済は計画的商品経済であるべきだ」を承認 しただけで・
攻撃の矛先を,計 画的商品経済の実際の内容である市場メカニズムを礫 とす
る資源配分方式に集中 した.そ こで,1989年6月以後・新聞 ・継 上}こ「市場
志向」や 「市場経済論」を批判する糧 の論文槻 れた・それ らの論文 は・計
画経済か市場繍 かの問題を基本的制度 と直接に結びっけ・これは姓が 「社」
か,そ れとも姓が 「資」かの問題だと考えた・ある者は・改勤 手段は 「姓社
姓資」を問わな くてよいと搬 したのだカ・ら・「かつ(g)」「たしかに改革'開 放
を資本蟻 化の邪道 に引き入れた」ということになる・彼 らは・1981-83年の
「商品繍 論」批判のときとほぼ同 じ論拠および諜 を用い・わが国の経済改革
は暢 繍 の鰍 を目標にすべきだと、・う搬 を批判 し・次のように考えた・
「市場繍 とは,公 有制を取 り消すことである・ すなわち薙 篶の指導を否定
し,社会犠 制度を否定 し,資本議 を行おうとすることである」・「社会議
経済は,計醗 済で しかあり得ない」.「改革の目標を市場志向に定位 し・"市場
繍 をわが社会議 社会の腰 モデノレにするならば・"虐 本議 的生産
様式の経済範疇 と社会臓 的生産様式の繍 範疇とを混清す る」・彼 らは・市場
繍 と計画繍 との争いを 「路欄 争」の高 さにまで引き上げ・改革は市場志
向であるべきだという者の主張 は,「改鞘 題にお1ナる二っの搬 ・ 二っの方
向,すなわち二っの道の闘争が,依然 として異なる形式,h向 で継続 している」
ことを説明する,と述舷 これ らの魂 革命的な説法1ま・ひとびとの思想を
撹乱 し,第12期3中 全会が確定 した改革 目標を麟 にした・ このような状況
は冷 年[1992年]春に郵小平同志の南巡翻 醗 表 されて・はじめて改め られ
た.郡 小平同志の南巡講話の発表は,全 国の広範な幹部 ・大衆の熱烈な共感を
かちとり,向 かうところ敵のない一歩進んだ改革 ・開放の高まりを急速に集成
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した。情勢が このように急速に発展 したわけは,彼 の講話が歴史の潮流を代表
し・人民の願望と一致 していたか らである。13年の改革を経て,市場の要素は,
以前か らの計画経済の 「隙間」や 「周縁部分」でた くましく成長 しはじめz市
場経済志向の改革 は,臨界点を超え,逆 転できない趨勢になった。目下わが経
済には・二っの部門が併存 している。一つは生気 と活力にきわめて富み,そ れ
は主 として,市 場志向の改革のなかで成長 しはじめた非国有経済組織によるも
のである。 しか し,大多数の国営企業は,依 然 として行政主管機関の階層的制
御の下にあるので,経 営メカニズムは根本的に変わってお らず,そ のため明 ら
かに活力に欠けている。国営企業の設備は陳腐であり,効 率 ・利益 は低 く,赤







年の風雨,満 潮 ・干潮を経て,百 年来意見が一致 していない多 くの問題が,す
でに正 しい答えを探 しあてた。現在,市場経済の建設をわが国の改革の目標と
して確立する機会が,す でに成熟 している。
市場経済をわが国の改革 目標 として確立することに反対する同志は,い くっ
かの疑義を提出 した。主なものは,① 「計画経済は社会主義 と等 しく,市場経




くは修正されている。① 「市場経済は資本主義に等 しく,計 画経済は社会主義
に等 しい」は,い まだに実証されていない論断であり,あ るいは権威ある外国
市場経済 と計画経済 ②245(104)
の経済学辞典の所説に従 ったものであり,「教条的社会議 者」や 「教条的反社
会議 者」に樋 の観 にすぎない。早 くも改革 ・開放の当初・郡小平同志 は
とっくに1979年に,こ う述べている.「楊 経済が資本議 社会に限 られるな
どと言 うことは絶 対 に正 しくない.社会主義はどうして市雛 済を行 ってい
けないのか.暢 繍 は鍵 社会の時代 に芽生えており識 会蟻 も暢 繍
を行 うことがでぎ留」.党の第12期3中 全会の 「決定」が正 しく指摘 している
ように,社 会議 的商品繍 と資本搬 的商品繍 とは藷 有制の土台に腿
があり池 に相違はない.社会議 的市場経済 と資本議 的市場繍 の区別1ま・
当然ただこれだけである.②計画的資願 分は・鰍 のない繍 娠 を保証で
きない.こ の点はスター リンがすで1こ漣 の繍 蝦 の実際の状況にもとつい
て,は っきり認めていた.そ れどころカa完 全な市場を基礎に・計画的指導を
働 として,繍 変動を減少 させ,深 刻な鱗 を避 けることができる・ この点
は,轍 躰 の繍 発展か ら啓示がそ昇られる(実際Q本 だけでなく・「アジァ太平
洋モデル」を実行した 「四小竜」「ヨ1・虎」もまた汰 体このような政府指導下の醐 経
済である).③価値法則の作用で,資 源が天膿 かな都 ますます富裕になり・
資源が天性乏 しい者 は,ま すます貧困1こなる・ しかし渓 践慨 明 しているよ
うに淑 のようにするな らば,そ う1まならない・第一 に,欄 分配の平等}ご注
意す る.第二に〆 方で累進所得税渦 翻 続税などの税収施策をとり・他方
で低所得階層に対する福祉施策をとるな らば・所得の両極分化は防 ぐことカSで
きる.勤労人民が政擬 掌握する社会主齢 」度の下では・ とりわけそのように
なるQ
ま嫡 る同志 は,「社会議 の計画的商品経済」という以前の定式を引きっづ
き繍 す るよう振 した.こうすることの禾ll点は・この定式 と第12期3中 全会
の 「繍 制度の改革に関する決定」の定式 とを飴 し・ひとびと綬 け入れや
す くなることである.しか し,これにもまた若干の鞍 な欠点がある・主な欠
点、は以下のとおりである。
まず第_に,「商品繍 」は今世紀初期/｠シ ア語の表現方式であり・マルク
スの賭 のなかから根拠を探 しだす こと1まで きず現 代繍 学の翻 語で もな





用いてわ姻 の改革媚 標を画定するな らば,新 しい繍 制度に撒 的な資源
配分方式を画定 しなければならないので,さ まざま舗 充解釈をつけ加えざる
を得ない・これでは多 くの言勲 費やさね1まならず,か つ誤解を生みやすい。
商品繍 と市場経済は・二っのすでに関連1まあるが区別 もある脆 であり
,




制度を画定する・ しか し・市聴 瀧 ,社 会的資源の配分方式という内在的特
徴の触 から経済制度を画定する・それゆえ,淀 の社会化の程度鮪 する商
品繍 は市場繍 であるけれども・艦 町度を画定するとき,市 場繍 という




代の中国麟 社会の地主繍 においてはr」欧の駐 繍 と黙 り注 要姓
産手段～ 土地資源は・早 くか ら売買樋 じて灘 することがで きた
.お よそ
10世紀に中国にはすでに紙幣カゴ現れており,西 欧より6・・-7・年早力、った。
商品交換があれば市場 もあるけれ ども｠｠国 の古代浦 場 自体は行政勧 の支
配下にあった・そこでは説 会的鰭 の主要な配賭 は,市場ではなく,行政
勧 であった・それゆえ沖 国は西欧 と異なり商 品繍 は早熟であったが,
市場経済の形成は停滞 し・両者の発駒 歩みは異 なっていた.こ のような状況
は政 鞘 標の不適切な識 を｠｠国 においてとくに容易にはや らせた
.商 品
繍 についての字面からの誤 った鰍1こ よって,生 産物交換がすべて売買形式
をとりさえすれば・改鞘 標を実現 したと考える誤解を往々に生みだすの
であ
るが・ これでは分か ってお らず澗 題の裏に隠れているものは
,交換が商品売
買の形式をとるかどうかにあるのではな く,資 源の躰 的配分者が結局政 府
なのか,そ れとも市場なのかにある。
商品経済の定式 のこのような欠陥 は,わ 姻 の改革 の実際の進行過程 で,
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まった く明確 に現れた。たとえば,第12期3中 全会以後・ひとびとは口先では
みな,社 会議 経済 は商品経済であることを認めたけれども・一部の古いL
にこだわるひとびとは浦 場関係を励 狭い範囲に閉 じこめた・彼 らが言 うに
は,社会議 の条件の下で商 品生産および商品交換は労働生産物に局限すべ
きであり,土地,r労 働 はすべて商品でな く・市場に入れて浦 場法則
の支配 を受 けさせるべきではない.こ うなると注 産の物的螺 および人腰
素 とい撮 種 要な資源を,楊 謹 の範囲外に排除する・言 うまで もなく・
そうなれば,改 勤 最 も核心的な内容である・行政的緬 に代えて暢 の力で
資源配分を行 うという改勤 最 も核心的な内容はy抜 け落ちて しまう・ この方
法のとお りに行 うな らば濱 金 土地などの物的生産螺 は浦 場の流れ樋
じて効率.利 益が最高のところに向か うことができず・ したがって最 も有効に
利用で きないだけでな く,市場に1まい らない瓶 の鰍 は計量の手だてがな
く,労働者に対する労働に応 じた分配 も実現するすべがない・ したがって滴
品経済 と楊 経済 は洞 噸 型の経済 に対 して・臓 を下す ときにとる触 が
異なるだけであるが,後 の定式の方がより禾斗学的である・経済制度改革の目標
を市場経済(市場メカニズムによる資源配分)と明確1こ雛 するならば商 品経済
という脆 醐 晰i=で ないので起 こる改期 標の麟 さと実隔 動の混乱
とを,比 較的大 きい程度免れることができる。
「計画的」 という修飾謙 市場ｺ'rを限定するものとして残 し・ そのことに
よって,「純粋姉 場繍 を行わなければな らない」という誤解ない し螺 を避
けるとしても,こ の旧来の定式を保持する理由にはな らないだろう・それとい
うのも現 代世界において現実に存在するすべての市場経済 は・一定の形式 と
ある程度のマク晴 理政 府介入あるいは計画指導を・例外な備 えているか
らである.こ のような状況の下で,わ れわれがr一 する楊 経済は 「緬 的」
市場経済であるなどと特別に表明することは・まった く不必要なものに変わっ
た.しか も 第12期3中 全会以後____部の者がこの修鰭 で文章をつ くり・行
政的計画を基幹部門の統制に働 留保 させようとし耀 史をまだ記憶 している






場繍 だと明確襯 定することの議 は重大である.そ れというの も 伝統的
社会蟻 畿 のさまざまな弊害の:fが 行政管理機関の制定する緬 によって
資源配分を してきた運筋 式そのものにある以上,そ の轄 を克服する根本的
方法 もまた・その資源配分方式をただ徹底的に変え浦 場繍 の漣 のまと
まったメカニズムを建設することだけであるからだ。
現在 わが国の国民繍 はすでに貨幣イヒし商 品経済は比較的大きく発展 し




は翫 ない・現代繍 学の分析 によれ1ま,市 場メカニズムを社会的資源の基本
的配賭 にさせなければな らず讃 源の希少度を反映できる価格 システムがな
ければならず・ さらに・この価格 システムにおける棚 価格の変化に対 し
て,
敏感に反応できる独立自主 唄 益 自己責任の企業がなければならない
.目下,










る社会蟻 的市場繍 とは・社会蟻 の条件の下での市場繍 の略称である。




るだけであ り,市麗 湘 体にどのような違いがあるかについては述べても'な
い 。
わが国の市場経済の全体的枠組
市場経済への移行 とは,市 欄 轡 基礎 とする資源配分メカニズムの縣 と
いう,いかなるものであれ現代市場経済の鰍 臆 糺 すべて以下のいくつ
かの基本螺 をもっ.第 一胡 確に境界を定め翻 産擬 基礎 に・独立 自主に
政鰍 定を行い,完 全に繍 責任を負 う工業 ・商業(企業)を鰍 する・第二・
企業は泊 由に参入 し,互 いに平等 自由に競争す る権利をもち証 しい価格パ
ラメータを提供できる市場をもつ.この外に・「暢 の失敗」(marketfailu「e)が




を基礎 とし,蝶 の所有制の性格の如何にカ・かわ らず・企業 はすべて自主経営
損益自磧 任の独立の主体(自然人および法人)であり・市場で平等に競争する・
②競争的市場は,企 業の活動の場である肱 諜 の連係方式で もある・楊
を通 じて,社 会的分業 システムの各分枝中にある企業を連結 しrそ の緻 を相
互に協調 させる.こ こで言 う市場は滴 品市場 と螺 市場を含む・競争によっ
て形成 される価格 は,こ の繍 システムの基本的パ ラメータである・それは・
システムの舗 成紛 の運行輸 を決 める.そ れ と同時に・③政府は・社会の
代表 として,繍 的,法 葡 行政的ない し道徳的手段を通 じて・市場活動 に
対 して調整を行 う.強く指摘 しておかねばな らないことは・以上の三点であり・
それ らは決 して騨 に寄牒 められた 「棚 れ」でな く・一つの有機的全体で
ある.そ れ らの間の相互連係湘 互制約 ま湘 互勘 の関係をもつシステムを
組成 し,有効な資源配分の機能を実現する。
自主的企業制度の建設
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経済 システムとしての市場儲 その基本要素1ま自主経営 ・損益 自己責任の
企業である・それ らの企業は・社会的r」{であるカ・もしれないし,私 的所有あ
ういは飴 賄 であるか もしれない・ しか し,どのような所有制の企業であろっと・すべて焔 の特徴がある・すなわち・独立 の繍 主体であり,自 身の利
益にもとづき・市場のシグナルに依拠 して,生 産その他の経営政策の決定を行
っことができ・経営の繰 に対 して完全な責任を負 うの
である.市場において
は平等な.:優 勝劣敗であり・蝶 間に尊卑呪 上下の区別 はない。以上




マク・ 纈)管 理だけでな く適 接に企業を経営
し・ ミクロの政策決定 もした・すな紘 財務における収支の統一の鶏 流
郵 こおける統一買付 ・統一販売の斯 労働の受容 ・配分の統一の実行などを
伽 た・このような制度の下でIEIで は・行政措 機関は厳 しい家長であり,企業を身動
きできないように縛 りっけ・他面では,慈父のような性格を表 し,国の 「大鍋
の飯」で企業のすべての リスクを負担 した
.こ の意味では,伝統的
制度 の下で真の企業 は存在 しなか った。 このような伝統的企業制度 と市場経済
の要求 とは・互いに矛盾する・①財産欄 係が棚 確である.名 義上の所有者
(社会)は・所有者の機能を行使で,,.実 際の賄 者(国家
)およびその代表





.③ 企業の責儲 は行政官であ り,そ
の行動準則 は効用および利潤の駄 化の追求でな く
,憶 下達の行政計画指
令を完遂することである。
蝶 肺 場繍 の要求 に飴 させようとすれば これらの弊害を除去
し,ま
さに企業 を駐 経営 ・損益 配 責任の独立の商品経営者に しな
肋 ばな らな




法 樋 じて行 うことがで きる.小 型 の国営蝶 につ いて言 えば・多 くの経済学
者は,「請負」,「賃貸」読 却」の方法によって分 けることを主張 し・鴇 ら企
業を賄 民営あるいは国有館 の独立 自主の経済実体に改造す るのである・大
中型企業の状況 はいささか耀 である・離 の大中型企業について・わたしは・
次のような考え方,す なわち法人化(c・rp・ratizati・n)による株式会社制度の実
施を搬 したい.こ の考え方の主蠣 想 は以下のとおりである・①現行の国営
大型企業を株式会社に改組 し洛 種の公有制法人(各級政府の資産経営鰯 信託
投資会社,保険会社洪 薩 金などの金融組織 養老金齢 寄付齢 会・およびその他
の諜)に より持株を分散する.②法人騰 の設立後油 資都 もはや・株式化
した財産に対 して巌 の支配をせず怯 人財産の経営権の行使を・株主繕 の
一株漂 原則により選任 された賭 役会 と;1・ 会が任命 した高級楯 者
(西側の文献では 「専門経営者」と呼び,マルクスは 「指揮労働者」と呼んでし'る)にゆ
だねる.③ 会社内部においては,諜 責儲 の飴 と経営業績 と'Qび っける
醐.約 束メカニズムをつ くり,企類 儲 の経営管理の改善努力を保乱 ・
会社の利益の最大化をはかる。
この考え方 は可能だと思 う。その理由は以下のとおりである。
第_にeTla人化以後 会社の法順 産は全人民的鮪 の資産か ら独立 し溌
人民的鮪 のその他の資産との間に明融 境界力aあるようになる・ これ らの会
社は,その法人の睡 をもって有限の民事責任を負 う(この紛 の"醒 を"取
り崩ず ことができる).同時に,会社制度 は激 府行政機関が蝶 の財産権に直
接に介入す る基磯 漏 し,所有と支配の分離(わが国では"所擁 と経営権の分
離 という),および専門家の管理の実現のための前提を提供する・
法人化改勤 第渉 として,も ともとの国有資産を洛 級政府の館 縮 部
門(投資会社詩 株会社,公韻 産管鰯 など)の代表が もつ株式の権利として分害1j
できるようにする.各級政府の資産経営部門の持株を主 とする・ この株式会社
は,お おむね政府所有 と専門家管理 との 「両鮒 離」にすることができる・ し
かし激 府の主な繍 的機能は,国 民経済全体の運行を謹 す ることでなけれ
ばな らず,も し政府が同時に国有財産権を代表する身分 として登場す るな ら
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ば政 府の酵 の蝶 経営 という弊害力§ふたた朔 れ
,あ るいはいわゆる 「運
動選手 と審判員の創 により・公平な競争を妨1ずる可能性がある.それゆえ,
法人化改勒 第二歩 は政 府の機能 と所有者の雛 との分離をより徹底的
に実
現 し・渉 進んで株式の権利の分散を行 うことでなければならない
.つ まり,
国の行政鵬 胴 の法人・たとえば鍬 仲介機構課 険会社語 託投資会社
,養老
金基金洪 同 ・ 寄付齢 会などの公衆を代表する鰍 をさらに多 く組
織 しなければならない・さらにそれ以前の株式会社の設塒 に潤 鰍 式
のカa
な りの部分を・別の蝶(蝶 の株式の持ち合㌧・)や各醜 金会
に売却できるし,
眠 個人にも売却できる・ こうして・ もともと政府が財醜 を掌握 し,か っ直
接に経営する公有制蝶 を訟 衆を代表する各醗 人欄 の撒 を主 とし
訟
衆個人の持株を従 とするものにし・株式の権利の分散化を行い淋 式の権利の





を.f',とし 多 くのウクラー ドが併存する所有制を土台に浦 場繍 を
発展 させる新 しい所醐 の形態を設計することである.株式会社 という蝶 組
織形態 は・会社法人を収益駄 化を追求する行動準則にもとついて運転 させ
,
出資者(株主)自身の射 や性格 とは,111111_係なので,このg形 態を社会公共の
占有が樽 となる土台の上に移 し訟 郁1の 新 しい実現形態を創造
できるので
ある・ある人の講 によれば・伝統的制度の下での国有国営の蝶 繊 形態を
保持 しさえすれば・社会主義の鮪 制を強化できるという
.し か し,繊 が証
明 しているように・ この見方 は正 しくなし・.こ の数年溌 眠 的所有制繍 の
所醐 改勒 進展は・ はなはだ微弱である.ま さにそうであるので,国 有繍
は効率を勘 ること灘 しく・その繍 的地位 は日ましに弱まっている.こ の
ことが説明 しているのは・伝統的制度を貯 しても絶対に活路がなく,公 醐
の主導的地位を保持 したところで・せいぜし、公醐 の実現形態を変え,制 度の
鞠 ができるだけである・当然 われわれの社会的所有制についての識 は
,





た くもたない共同占有を指 したが,後 のひとびとは・2・-3・世帯の労働者を含
む郷 の労瀦 の排他的喋 団的占有を・すべて公有制の範疇に入れている・
そうである肱 上述 した社会議 的市場繍 において公衆を代表 して財r';
を掌握す る各種の基金 基金会,そ の他の金醐 糖 鮪 常1の法人 と見なせ
ない理由は明 らかにない。
第三に,こ の考え方 は,国家株 諜 株等々を区別する非規範的株式制の形
態を排除 し,株式制を最初か ら現代的形態でスター トさせ潤 際的鞭 に一致
させようとしている.あ る意見によれば,繍l」 は政府の持株を主とし注 管
機関が高麗 営責任者を直接 に任命す ることによって・社会議 の全人民的所
醐 の性格を確保すべきだという.し カaし・実際には諏 府が直接に占有 し・
直接に経営すれば,二 っの困難な立場}こ陥 らざるを得ない・すなわち・介入が
少なければ,資 本の増殖を保証すること。灘 しく・介入が多ければ・ふたたび
政府と企業との不分離を招 く.禍 政府と諜 の 「父欄 係」という古い構
造 は,相変わ らず もとのままである。
もう一つの意見では,部分的にn株 をして もよいと考える・ この方法は財
産関係を混乱させると思 う.工業諜 には二っの利益主体が現れる・一つは大
概念の 「企業」,すなわち法人自身であ り・いま一つは小概念の 「企業」・すな
わち企業法人の株主以外の紛 のひとびと(企業の責儲 あるいは全囎 樋
者)で あり,企 類 儲 は,小 概念の 「企業」の主人でありiしか も大聡 の
「企業」の代理人でもある,とい仁 重の射 をもつ・こうして・諜 責任者の
行為は,小rc.の「企業」の利益}こ傾斜 し・いわゆる 「残纈 」の請求(「esidual
claim)について,自 己の一方を拡大 し,株主躰 という大聡 の 「企業」の禾lj
益を損ないやすい.株 式会社の発展の経験 もすでに証明 しているごとく・会社
法人が自社株[自己株]を所有するという方法の轄 は大きい・各国の法律 は・
これについて厳 しく規制 している.日本の商法 は・これは灘 行為だと明確}こ
規定 している.ア メ リカの商法の規定によれ1ま・株式会社 は増鶴 に一部の株
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式を保留 し欝 売却 しなくてもよいが・この部分の株式は,一に投票権がな く,二
に利益の配当に預かれない・わ力掴 の蝶 における,近 年の利潤内部留保分
か らの再投資によって形成 された`"rこついて言えば
,別 の形式を採用 して処
理できると考える・たとえば・「獺 ・労瀦 同仁基金会」を設立 し,法人 とし
て・ この資産が変化 してできた株式を保有するようにす
る.さ らに,出 資者 と
最高経営責儲 の間に抑制 ・均衡関係をつ くるために
,最 もよいことは,会 社
の最高経営責任都 「同仁齢 会」の法人代y....になるの襟 止する
ことであ
る。
この考紡 に もとつ く改勒 斯 後・わ姻 の社会礒 社会の所醐 儲
は噺 しい儲 を生みだすだろう・中ノ」・型の工商企業の階層では調 人,私営,集
団の諸 ウクラー ドが 粉 発達するだろう.競 争的鞭 の大中型の中堅企業
は・公醐 を1',と す る多元化 した所有常噂形態に改造 されるだろうし 株式
の
権利は各所有者間で舳 に譲 で きる.自 然独占部門,た とえば若干のインフ
ラ部門は洛 徽 府の財醜 の占有砒 較的多 く繍 し
ているが,す べて株式
[会社]化 し・「所有 と支配」の分艦 行わなければならない
。
競争的性格の市場システム
現代の社会化 された大生産 と蝶 の間には鵜 し魏 な分業 ・協業の関係が




配分の要求に一致 し得るのか・見たところ,こ の点までもってい くi・の方法
は浦 場樋 ずる関係・つまり価格の騰落とこれに付随する利益の変動によっ
て・蝶 が社会的資源の有効利用に郁 りな麟 をっくりだすように講 するこ
とである・言 い換えれば・基本的鯛 整者 は市場だけである。
市場の主要な機能は請 報の雄 である.伝 統的鍍 の下で,経 滞 報の構
造は・上か ら下または下か ら上への縦方向の健 であった.こ の儲 の下での
情報 コス トは・ きわめて高い・市場経済にお1ナる情儲 造 は横方向
であり,企
業間の情報伝達 は価格メカニズム樋 じて行われる
.価 格の上下 は,生 産活動
市場経済 と計画経済(2)255C94)
および韻 濁 の表示器である.あ る生産物の価格力塀 す る場合消 費都
その使用をできるだけ節約 しようとし注 産者 はその供給をできるだけ増やそ
うとする.反対の場合には逆になる.こ の麗 樋 じて・諜 は社会的霰 に
応 じて生産を行 うことがで きる。
市場メカニズムの上述 した機能を実現す るためには漣 設すべき市場は滴
品市場 とサー ビス(労務)市場であ リ,さら1こ重要なものは・労働市場 土地市
場 資本市場(金融市場ともいう)を含む要素市場である・暢 経済の主要な優越
点は浦 効な資源配分ができることである・それゆえ洛 生蔽 素が・その価
格の上下にもとついて各部門間および各企業間で舳 に流出'流 入することが
祠 欠である.商 品市場があるだけで要素市場がないな らば・市場メカニズム
は資源の有効配分という機能を実現できない。
ここで臆 すべき点は浦 場樋 じる参入者間の自蝋 争だけが・資源の希
少度槙 に反映す る価格 シグナルを形成できるということである・このように
して形成された価格だけが一 ス トと収益を計 り・そ して各経済主体の利益を
羅 する基本的尺度になることができる・それゆえ・市場 は競争的でなければ
ならない.理 想的状態の暢 は,完 全競争市場であり・多 くの企業は価格の受
け入れ手であり,だれも価格を操作できず・ しか も市場に参入する経済主体は
すべて渦 格について完全 な情報をもつ・当然 このような完全鱒 市場 は・
現代の発達 し姻 々にも存在 しないし,多 くの …一..こは不完全市場あるいは独
占的競争市場が存在するだけである・ この暢 は・一定の独占離 格をもって
いるけれども藩 本的には競争的であり,それゆえ講 的市場 と呼べる・完全
独占の市場は冷 理的な11/シグナルを提供できず・ まちがいな く資源の有効
配分 に不利である.し たがって,独 占的傾向を抑制 し浦 場の競争 性を確保す
ることが,ぜ ひとも必要である。
このことは浦 雛 序の問題に関連する.競 争的市場を轍 するという触
から見ると浦 場を 「開放」 し,行政的統帯11を鰍 す るだけではまだ不+分 で
ある.さ らに...なことは,「立」,すなわ狼 好姉 場関係を育成 し訟 平な
競争の市雛 序を磁 することである・ ここでは・次の二点に臆 する腰 が
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ある・第一に・いわゆる 「立」 は,た だち1こ完全無欠な市場を 「立」てること
を意味せず・ この市場が静 的市場の基本要素を備えていさえすれば
,初歩的
な運転 はできるし・古い行政的調整メカニズムにとって代わ り,多少 と硝 効
な資源醐 の機能を辮 し,市場1_の 初歩的枠組腱 設するために,基蹴
定めることができる・第二に沽 くに工業化 し姻 々の市場の自然発生的な形
成 と市場秩序のゆるやかな正常化 とは,数百年の時を経てきた.し か し餓 後
の西 ドイツと躰 は・欄 繍 から楊 経済に轍 し,ま た 「四小竜」等の新
興工業経済地域(NIEs)は現 代的市場繍 腱 設する過程で,市場 システムの
建設に積極的に励 し・立法と行政の手段を用いて鮎 に反対 し,市場競争の
公正性を保証するとともに・交賭 各人の平等 という市場繍 の文化 .価値観
の畷 に力を尽 くした・それ ら諸国の繍 ま,政府の力を 粉 に運用するな ら
ば・ごく短い歴史的時期に・たとえ1ま2・～3・年の輔 内に浦 場ｺ_の 基本的
枠組の建設が可能であることを証明 した.わ れわれはぺ れ瀦 国の経験を+
分に運用 し わが国の市場 システムの建設を早めなければならない。
わが国に肝 存在する価格の二重制 は,市場の公正取引の原則と,交換者各
人の平等 という価値観 とに背反 している.公 平な競争を実現 しようとすれば,
非常 にrr・r・な原則は・すべての市場取引の参加者が罐 か 地位の相違により
,
等級'差 別をつ くってはならない,と いうことである.行政勧 が貨幣繍 の
中の売買行為 と一つに結びっいて しまえば,市 場 メカニズムを破壊 して しま
う・ この触 から見ると・行政勧 によって鋤 られた,競 争のない市場は,
市場がないことよりもず っと有害である.戦後第三世界のいくつかの国の一'
発展において罐 力者 ・門閥の資本の膨張は,市場を鮎 し渓 際にも正常 な




なはだ しくは相当長い歴史時期i自 力で抜けだす ことは難 しくなる。 このよう
な現象は,歴 史上 「イン ド症候群」,フ ィリピンの 「マルコスのわな」,あ るい





ある経済学者 は次のように考えた.改 勤 重点 は・市場主体すなわち企業の
育成におかなければな らず,市 場主体が出現 して以後 は・おのずと企業間の市
場関係を生むことができる,と.わ たしの考えでは・ このよう蜆 方は全面的
でない.事 物の髄 は,そ の行動様式を決めるので・交換主体 自身の制度 構
造鍾 視する見方には道理がある.し カ・し・蝶 の瀧 を変えるだけでは不+
分であり,社会化された繍 の中では,いカ・なる主体(臥 企業および国を含む)
もすべて開放 システムなので注 体は 「環劇 とのエネルギー交換の中で回転
す る.われわれ槻 在働 ているのは社会化生産であり・ この生産 は・市場関
係の網を通 じて連結 している.市場経済の大 きなシステムの中で・独立のn
がなければ,独 立のnの 櫃 間の市場取引関係の形成はおのず と祠 能であ
る.反対に,公平な取引関係がなけれ1ま注 産の単位 も独立の企業になれなし'・
この点か ら見て,企 業の改革 と暢 の育成の二つは・互 いに補い互 いに助 け
合ってお り,どれか____っが欠けてもだめである・..y'だけが翻 しているので
あるが,い くっかの改革は比Xp'J速く進めることができるが・別のいくっカ)の
改革 にはかなりの日時がかかる.こ のことは・われわれが額 目の改革の日程
を組むときに臆 しなければならない点である・たとえば浪 好な繍 環境が
あり論 供給 と繍 要 とが比較欄 和 しているという条件の下で緬 格灘 ま
ごく短期間に完了できる.し か し国有繍 の鮪 笥騨 は・より深刻な制度改
勤 変遷に関係するので,や やもすればより長い時間が必要である・それゆえ
企業は早めに所有徽 革 に着手 しな1ナればな らないが・所有制改勒 ミ価格改革
より先に完了することは期待できない。
間接調整 ・制御を主とするマクロ調整 ・制御 システム
わが国の市場経済の新制度について言えば・独立の企業 と競争的市場だけカa
依然 として不+分 であり泌 要なマク・謹 ・制御 システムを.一 しなければ
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ならない・社会のマク・(総量)醜 と政府の経済 に対する必要な介入 とを通
じ
て・「市場の失敗」をとり繕い・こうして1まじめて市場繍 の安定的で有効な運
行を保証することができる・ この点は,繍 簸 の実践によって証明されてお
り・また現代経済学の理論 として解明されている。
醐 の鍵 し姉 場繍 の状況か ら見ると,2・世紀にはいって以後,舳 放
任の市場競争は現 代経済の発展に適応できな くなっており,こ のことはまっ
たく明白になった・市場 にはできないことや多 くの欠陥がある
ことが,す でに
社会の公認す るところとなり・それゆ肺 場繍 を行 狢 国の政府は,よ り多
くの責任を負 い・マ知 繍 に対する管y=強 化するとともに肺 場の失敗」
の側面で経済活動に対する介入を行わざるを得な くなった。
搬 的に言 って・「市場の失敗」により,マ ク・管理 と行政介入を行わざるを
得ない分野は,お よそ以下のとお りである。
(肺場r.:'ｺ.は事後謹 なので・価格形成,シ グナルのフ仁 ドバ ックか ら生
産物の生産までに淀 のタイムラグがあり,し た力至って魏 過程で 「鱗 の巣
理論(c・bwebthe・rem)」....くところの波動が しば しば発生する.これ1ま,食
糧生産・家畜の飼育のよう姓 醐 期の比較的長い産業部門で,さ らにはっき
槻 れる・繍 波動轍 少させ・安定醗 展を保持するため,市場制度の範囲
内で改善方法を探さなければならない以夘 こ周 はさらに帳 期の予測にもと
ついて帳 期緬 を制定 し冷 後の発展1こついて7い くっかの_:.;.な社会経済
目標(たとえば・国聡 魑 の成長率 インフレ率,失業率,輸出入成長率)を定め,
将来の挑戦 にそなえて政策 龍 を提起するとともに,繍 の当面の状況 と発
展趨勢に関係する情報を提供 し 蝶 その他の経済行為主体の ミク。繍 の政
策決定のために,指 導を提供することがで きる。
②あるいくっかのマ知 経済の変量,た とえば財政収支の総額 信用収支の
纐 および外貨収支の纐 は浦 場4の 安定的運行 に対 して決定的意義をも





済を安定 させる必要 とにもとついて漕 理できるだけである・
(3)いわゆる外部性(extemalities)の存在・すなわち・あるいくつカaの経瀧
動が外部その他の者に利益をもたらすか(外部効果)・あるいは儲 をもたらし
(負の外部効果),しか欄 遊 産物そのもののコス トに計上されないとき浦 場
メカニズムが効率的に社会的資源を配分する前提1ま・一定程度破壊される・ こ
のとき政府 は,介入を行 い,行政的規制(administrativeregulati・n)もしくは経
済的賞罰の方法を::し て処理 しなければな らない・ きわめて強い外継 をも
ち,享受において排他性を有 しない 「公共財」(publicg・・ds)・たとえば社会の
蔽,国 防などの生産については,一 般に社会磧 任を負わなければな らず・
市場メカニズムの提供 に頼 るわけにはいかない。
(槻 模の経済の餓 のi'な 業種では・市場 は鮎 を生みだす傾向があり・
独 占はまた逆に市場 メカニズムの有効な運行を抑制 し渤 率の向上を妨げる・
それゆえ,鮎 や松 正競争に反対すること1ま激 府のw・YYwな職責である・政
府は同 法および行政の方法樋 じて独占の発生を防止 し畿 争秩序を保持 し
なけれらぎな らないa
舩 正な所得分配 は,社 会議 唖 要な社会目標である・ しか し浦 場 はこ
の社会目標を働 的に実現 し,所得分配の相対的平等を保証できない・それゆ
え政 府 は行動を起 こし証 しい租鰍 策および所得政策の実施樋 じて分配
の公正性を守 るとともに,繍 力の可曾旨性にもとついて適切な社会保障システ




優位と同様に,市 場に自動的に釧 尋るものではなく・ また市場 メカニズムの
自然発生的作用を通 じて辮 し得 るもので もない・ したが って激 府は自らの
産業政策樋 じて諸 条件を創出し,そ の潜在的砒 鞭 位を発揮 させなけれ
こまな らなto
中国のような発展途上国について言えば・国家の役割力まよ種 要であること
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は明 らかである・第一 に・このような国では,市場の鮪 搬 はきわめて低 く,
醐 の]役割の醐 な発揮は騰 である・醐 の発育を縫 するために政 府
は自らの行為をただ し・できるだけ早 くミク・繍 濁 に対する行政介入を廃
止 し洞 時に・腰 な資灘 投入 し,全 力をあげて市場精 成 しなければなら
ない・次に溌 展途上国は迅速に資金旛 積 して
,外部効果はきわめて高いカゴ,市場
での利益 は大きくない・それゆえ賄 投資の議 性縞 くない,イ ンフラ
ス トラクチュアや灘 的工業を::さ せなければならない
.こ の過程がか りに
完全に市場によって'r°されるならば,ひ どく長引いて しまうだろう.だ か ら
国家の力を借 りて促進 しなければならない.こ の点 は滴 度成長 と急激な儲
変動の時期にとりわけ鞍 である・以上 これ らのことは溌 殿 上国がy面
では勤 をあげて市場を発展 させ・他面では強力姻 家マク噌 理および謹
をもっこと硬 求する・儲 はa場 メカニズムとよく結合 していなければな
らない・ こうしてはじめて・急速な繍 発展をかちとることができる.大轍
の漣 の新興工業国 ・地域の成功 は,そ の典型的な例証である。
当然・それぞれの国の繍 発展の状況は異なり,マ ク嘲 勤 内容 と重点 は
異なっており調 整 システムの枠組 もmで ない.英 米の鍍 は額 管理を主
としており,.後 の躰 は額 管理を基礎に供給醜 をっけ加えた.で は,わ
姻 の特徴にもとついて・マク噌 理の鞭 はどのような ものでなければな
ら
ないのか。
霰 管理 と供給..ニ...という二分法を採用す るな らば濡 要龍 におい
て財
政'租 税聯 通 貨政策 所得聯 を掌握する騰 は注 として財政部門 と中
央銀行である・供儲 理か ら言えば,さ らに旧 本の儲 産業省(腱 省)のよ
うな・ しっか りと暢 に依拠 し・産業政策を制定 ・実施 し,産 業儲 聯 と産
業組緻 策砲 括する機構が腰 である.こ れ らのマク噌 膿 構によって,
財政'租 税政策通 貨政策 所得政策 産業離 政策および産業欄 政策な
ど
の五大政策を制定 ・実施するのである。
市場繍 という締 的題目の下で,マ ク・謙 システムの改勒 鍵となるの
は・行政命令の謹 か らrパ ラメータの調整に改めることである
.繍 パラ
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メー タは,基 本 パ ラメー タ(商品価格)と 調 整パ ラメータ(税率 利率など)の二
つに分 けることがで きる。 この二つのパ ラメータはまた,一 歩進んで三っの異
な る類型 に細分す ることがで きる。① 市場 が決め るパ ラメー タ,た とえば商品
価格やサー ビス価格。 これ らのパ ラメー タは一般 に市場 の需要供給 によって決
ま るものであ り,政 府 はパ ラメー タの動 きに直接介入 してはな らない。②政府
が決 め るパ ラメー タ,た とえば税率,予 算 国債発行な ど。 これ らのパ ラメー
タは通常,公 平 な競争 の原則 を損 なわない前提 の下 でy政 府 によって政府の必
要 に もとつ いて決 あ られ る。③政府 と市場が共同で決 めるパ ラメー タ,た とえ
ば通貨供給量,賃 金率,利 子率,為 替 レー トな ど。 これ らのパ ラメー タは,市
場 の需要供給関係を基礎 に,政 府 によって調整 され る。これまで0部 の著者 は,
価格 のなか に含 まれるすべて のパ ラメー タは,政 府 が直接 に定 めることがで き
る,と 考 えてきた。実際 には,こ の種 の見解 は正 しくない。上述 したい くっか
のパ ラメータは,租 税 を除 いて,す べて価格範 疇 に属す る。 その うち,利 子率
は資本 の価格,為 替 レー トは自国通貨の外国為替価格,賃 金 は労働力 の価格で
ある。それ らに対す る国 の制御 し得 る程度,調 整 し得 る程度 は,一 様で はない。
そのなかで租税 だ けが政府 が最 も容易 に操 作で きるパ ラメー タであ る。 しか
し,商 品価格 は,一 般 的状況の下 で,政 府 が これについて直接 に制御で きず,
その他 のパ ラメー タを通 じて間接 的に影響 を加え ることがで きるだ けで あ り,
そ うでなければ,相 対価格(比 価)体 系全体 の歪曲を もた らす。明 らか に,性 格
の異 なる経済パ ラメー タをいっ しょくたに混ぜ合 わせ,「経済的て こ」と称す る
な らば,政 府 による操作 は,市 場 メカニズムの作用 を否定 し,行 政的方法 を用
いて市場制度 を破壊す る危険 を招 く。
三 当面の急務 はできるだけ早 く市場経済の基礎構造を建設することである
市場経済の建設をわが国の改革 目標 として確立すること,こ れは,理論の改
革であり,社会主義学説の歴史的意義をもっ進展であるだけでな く,重大な実
践的意義を有 している。 しか し,改革の実践において真にこの目標を実現 し,
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革に用いることので きる資源 も有限である。それゆえ,改 革がす ぐにで も成功
することは期待できない。 しか し,目 の前の二重制度の併存,国 有経済の改革
の停滞,国 民経済の安定的発展 に深刻な影響を与える状況の長期的持続をその
ままにしておいてはならない。中国において比較的発達 した市場経済を建設す
るためには,1～2世 代のひとびとの努力が必要かもしれないと言 うが,こ の
ことは,計 画経済から市場経済への軌道転換を数十年 も遅 らすことを意味 しな
い。事実,方 法が当を得ているならば,比 較的短期間内に,た とえて言うなら






ここで言 う基本的組織機構には次の ものが含 まれる。①十分な数の,財産権
の境界が明確で,組 織構造が完全な工商業企業,② 初歩的に形成 された卸売市
場 と小売市場のネットワーク,③整然 として力のある中央および地方の租税徴
収組織 ④中央銀行と商業銀行の分離 ・開設,行 政機能 と企業機能の完全に分
離 した銀行 システム,⑤ 社会保障 システムを組成する公共積立金基金,保 険会
社,社 会救済組織,等 々である。
基本的規則制度 は,ま ず各種の基本的経済関係を規制する法規,た とえば財
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産法,企 業法,会 社法などを指す。次に,各 種の市場規則を確定する法規,た
とえば公正競争法(反独占法),商標法,特許法などを含む。この他 に,特定面の
経済行為を規制する単行法,た とえば会計法,原価法などがなければならない。
ひとびとは通常,市 場制度の運転に必要な支持 システムの維持 という作用を
軽視する。事実 は,そ れ らがなければ,基 本的市場組織が建設 されたとして も
運転 は難 しい。たとえば,企 業の財産権の境界を定め,財 産権の取引を行い,
法人組織 有限会社および株式会社)を正常。ご運営できるとすれば・+分 な数の規




市場経済の基礎構造を建設 しなければな らないとして・お し進めなければな
らない側面で,き わめて多 くの力不足 という矛盾に直面す る。 この矛盾を緩和
するために,改 革の推進上,各 項 目の改革の施策の軽重緩急にて らして,基 礎
的活動から始め,同 時に各側面の改革を組み合わせ,)1頂序を追 って漸進すると
ともに,._._歩ごとのテンポを速めなければならないという原則の双方に配慮す
る必要がある。 この原則 にもとつ く,改革実施のおよその考え方は以下のとお
りである。
第一 に,企業制度改革の重要 目標は,従 来の国有国営企業を独立 自主 ・損益
自己責任の経済実体にすることであるが,こ の目標の実現には若干の発展段階
を経過 しなければならない。最初に,完 全経済計算を実現 し,収入をもって支
出をまかない,利 益に応 じて報奨金を受けとる。その後,政 府の経済調整権と
財産所有権 とを分け,財産所有権 と経営権 とを分ける。すなわちマクロ調整権
財産所有権,日 常の経営権の三権を分離する。最後に,公 衆を代表する法人組
織の持株を主,個 人持株を従 とし,株権 は各株主の間で自由に譲渡できる株式
会社を設立 して,現 段階のわが国の社会的生産力に照応 し,現代的市場経済の
発展を促進する企業制度を形成する。
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過去13年間の改革において,わが国の国有企業の改革は,最初の段階をすで
にほぼ通過 しており,目下は第二歩 と第三歩 までを強力に推進すべきである
。
企業制度の改革が複雑な過程であることに,目 を向けなければならない。 た
とえば,各 種の株式制の構想はすべて,あ る種の形式の株式市場 と相関 してい
るが,株 式市場の形成 もまた,経 済全体の市場化の程度によって決まる。 した
が って,株 式化の改革は,順 序を追 って前進 させ,一 歩一歩発展 させるべきで
あり澱 階を無視 して進み・渉 で天に登ろうとしてはならない.わ た しの考
えでは,ま ず各級の国有資産管理機構を設立 し,資産点検 ・資金査定を行 い,
わが国の国有資産の現状を明 らかに しなければならない。 目下,あ る傾向があ
り,企業の財産権の帰属あるいは資産の実際の価値がまだはっきりしていない
のに,財 産権の売買や譲渡を提唱 している。国際規範に合致 した株式会社はま
だ多 くないのに,一級市場(株式発行市場)が一定規模 にまだ発展 していないの
に・急いで株式取引市場が広 く開設 されている。 こんなことをすれば,混 乱は
必至である・次に・株式会社の設立を しっか り律 ・,そ の正常な運営活動を促
さねばならない。その間・各種基金,基 金会,保 険機構などの基礎施設の建設
活動 と,社会保険,社 会保障制度の改革 とを結びっけて行 い,国有大企業の一
部財産を株式化 し,養老金基金,失 業保険基金に振 り向けて もよい。これ らの
基金は,国 有財産を無償で獲得すると同時に,支給 された負責部分の養老金,
保険金の責任を負 う。 こうして,養 老金受益者 も保険金受益者 も,当該基金の
主人になる。 これ らの基金は理事会をつ くり,支配人に資産運営の責任を委託
する。現在・社会保険制度の設立はきわめて緊急であり,そ うでないと,失業
した労働者の生活保障問題を解決するすべ もない し,企 業改革を推進するすべ
もない。各種基金にも,投 資や株式 ・債券の運用を許可すべきである。
第二に,競 争的市場の建設 も客観的発展の論理に従わねばならない。 まず比
較的健全な国内商品市場を建設 ・形成 し,そ の後に比較的完全な要素市場一一
「土地」市場(土地不動酬 場 鋤 鰭 市場汗 潟湖沼鰭 市場などを含む),金融市
場(短 期資金市場すなわち貨幣市場 長期資金市場すなわち資本市場を含む),労 働市
場(一般労働市場,技術者市場,経営者市場を含む)など一 をふたたび発展させな
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ければな らない.螺 市駝 身にも発展の順序があり・たとえば資本市場1ま,
まず銀行の仲介機能鍾 点的に+分 に発揮 させ浪 鰍 資を行 う銀行およびノ
ンバンクの金融機構を各塵 設 し それ1こよって間鰍 資を主 とする資本市場
を建設 し洞 時に直 一.n資を徐々に拡大 し・企業発行の株式・社債によって資
金を調達 しなければな らない.証獅 場自身 も・先に発行楊(一 級市場)が発
展 し,後に取引市場(二級市場)が蝦 す るという羅 がある・株式取引市場は・
比較的健全な株式発行市場および株式会社の健全な運営を礫 腱 設されるの
である.こ のような基礎の建設に力をいれず1こ・株式取引所をいたるところに
設立することで,株 式制の改革と金融市場の形成を行おうと考えて淋 姉 場
がいったん開かれると沙 量の上場株式が買い急 ぎに煽 られて価格が暴騰す る
ことがある.買 い急 ぎ涜 り急ぎの活動 ま,安易曝 利を得 させ注 産に従事
しその他産業に参入する機会費用を高いもの。こして しまい・ひとびとは暴利が
獲得で きる;:に 引き寄せ られ渓 業1ご興味を もたな くな り・そこで繍 の
「空洞化」と 「バブル化」を生みだす.短期的にみて・このような 「バプル経済」
は涜 り急ぎの活動 に参加する人を短時間に百万長者に変身させるようなもの
であり,高騰 した株価 は物質的財貨の実際の価値増大を基礎 としていないの
で遅 か碑 かれ,下 落するだろう.「・rブル」 の破裂は・繍 生活に大 きな
ショックを与えるだろう.そ れゆえ証券市場の轍 は・まず粉 な数の・国際
的に通用す る規範に合 う株式会社の設立}ご努力 しなければな らず・その後 に1ま
じめて,比XR'」完全な株式取引規則制度の下および証券取引委員会の鰹 な管
理の下で証 常な株式取引搬 開することができる・ さもなければ襲 急 ぐあ
まりかえって失敗 し,急 ぐだけで事は達成できず・はなはだしきはhの 混乱
を　むQ
当面 市場のい くっかの側面を育てる活動を・努力 して行わなければな らな
い.第 一に}価 格改革を推進 し潮 争部Frの生産物価格を開放する・第二に・
従来の物資の割当および醸 誰 の分配制度を取弓1制度に改造 し湘 互競争の
商業組織を基礎 とする樋 システム腱 設する・第三 に・平等な競争を基本原
則 とする市場秩序を轍 し,公正取引を保護 し・独占行為に反対する辮 輔1
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定 しなければならない・第四に遭{云 ・教育をお し働 ,市 場の価値馳 を樹
立しなければならない。
上述 した各種活動の中で・価格改革 は最 櫨 本的であり鍵 となる意味をも
つ渉 で もある・価格 メカニズムは市場 メカニズムの核心である
.社 会蟻 的






定価格による管理を実行 しなければな らず,こ れ以外の搬 商品の価格は,市
場の需要供給によって決めなければならない.そ れは,舳 競争によって形成
される価格鮒 が・資源の相対的希少度を反映 し,資 源の醐 配分の機能を実
現できるか らである。 したがって価格改革 は,「回 り道」を してならず,ま ず通
過 しなければならない関門である・ ところが現在 もとどおりの行政機関によ
る定価 という計画価格 は,商品総額の30%前後を占めているにすぎず,それゆ
え価格改革の実現は・すでに主要な難点ではな くなったのである。
しか し当面の状況の下では,価 格改革の全面的実現 もそう容易なものではな
い。1990年と1991年,市 場の軟調,需 要の不足 という絶好の機会を逸 したの
で・価格改革 は讃 極的で・ しか も慎重な方針をとらなければな らなか った。
改革のマクロ的環境は 「ゆとり」がな く,改革を支えるのに使用できる資源の
有限という状況の下ではぱ ず価格改革の各項 目の 「コス ト ベネフィット(費
用一便益)分析」を行い,優先的にコス トを引き下げ,改革の大 きな効果を収 め
なければならない・この角度か ら分析すれば,わた しの考えではぽ ず原材料,
エネルギー・運輸 などの生産手段の価格を改革 しなければな らない
。一面で,
生産手段の価格 は大衆 の生活 との関係が間接的なので,き わめて多 くの中間部
門を経由 し引き渡されて・はじめて消費財価格に影響を与える。中間部門で,
工業企業 は順次一部を消化できt国 も比較的多 くの調整方法を もっているの
で,この価格改革の危険は比較的小さい。他面で,生産手段の価格の合理化は,
企業の予算制約の硬化・経済計算の強化に対 して,き わめて強い刺激反応を も
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つ。 相対的に言 って,生 産手段の価格の改革のコス トは,比 較的低 く,ベ ネ




利潤 臆 味がな くなる.利益力i大きい可能性は・経営がよい場合であるが・価
格のゆがみで暴利が得 られる可能 性もある・利益が低い可能性は・経営が当を
えていない場合であるが,価 格が差別待遇を受 けていて利益が低い可能性 もあ
る.企業の利潤が意義を失い,利 潤に対する期待が不明確であるならば・利潤
を用いての資金需給の羅 も澗 題がある・ しか し株価 は潮 待利益に対す る
価格であり商 品価格の道理 には従わず証 券発行市場(一級市場)がある程度
育 っておらず,規 範的な株式会社の数が限 られており・ ま絵 社の財務状況に
っいての公衆の理解が多 くないという状況の下で,証 券市場に大きな期待を寄




第三に,マ クロ調整 ・制御 システムの改革 もまた,日 程設計の問題である。
最近の研究によれば洛 種マク・謹 の中で測 政 ・租税 システム改革の必要
と価格改革 とは同時のものであり,優先的に行われる。現代の市場経済に適合
する財政 ・租税 システムを確立 してはじめて,国 家の財政 は,改革期の経済関
係の急激な変動の状況の下で,安 定的な歳入源泉を保持 し・巨額の財政赤字 と
インフレの出現を避け,経 済 と政治の安定を実現す ることができる。同時に,
各種のウクラー ドの税負担の平等を保証 し,ま た国の社会政策を具体的に表す
財政.租 税制度を確立 してはじめて,効 率 と平等のバ ランスを実現することが
で きる。価格改革 と財政 ・租税改革にもとついて,金 融制度の改革 もまた安定
的に行 うことができる。
上述 した新マクロ調整システムの建設過程 も,政 府機能 の転換過程である。
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当然 開始段階においては新マク・謹 システムは不欝 なので,マ ク噌 理
の真空状態を避けるために・い くつカ・の側面で行政手段 の運用が必要である。
市場制度細 ましに完全になるにっれて,酵 の行政手段は徐々に減少する。
この過程で,行 政部門は,新知識 と新業務技能を懸命に掌握 し,機能の転換を
迅速かつ平穏に実現 しなければな らない。
上述 したことを総合すれば・市場経済の基騰 造の鰍 こおける三っの擾
な側面 は・それぞれすべて低いところから高いところへの発::程 である
。三
っの側面を総合すれば,互 いに協同す る異な った段階を区分す ることができ
る。大きい側面か らみるとy二歩 に分けて進むことができる。第一歩は,そ れ
ほど長 くない期間内に・たとえば3～5年 に,ま ず市場r一 の礫 構造を建設
し,国民経済の運転を市場経済の軌道で始める。その後,ふ たたび一区切 りの




を建設することは,光輝ある千秋万代の大 きな偉業である。わが世代 は,こ の
未鮪 の事業を成就す る歴史的責任を負 ってし、る.中国共産党中央政治局が改
革の加速に関する決定を下 して半年の活動を回顧すると,下部の呼応行動 は速
いのに,上 層部の実行可能な施策は力強さが足 りないようだ。改革加速の一般
的な態度表明 と一般的な呼びかけは多いが,強 力な指導 と適 切な施策 は少な
い。全体計画と各段階の目標 も・明確 さを欠いている。 この点か らみて,実行
可能な政治局 の決定を組織 する活動を,さ らに一歩進んで強化する必要があ
る。現下の改革 ・開放の加速の高まりの中で,空論を少 しで も控え,実 事をよ
り多 く行い・改革を適切 に進めることを提唱 しなければならない。
第一に,わ が国の市場経済の具体的な目標 ・モデルを研究 ・確定 し,そ れに
もとついて今後の改革の全体計画と実施案の設計を しなければならない。
最近 の討論で何人かの経済学者は,わ れわれが建設 しなければな らないの
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は,ど んな繍 の市麗 済で もよいと4・うのではなく現 代の市場i_で ある
ことを指摘 した.そ れはまったく正 しい.わ たしの理解によれば・いわゆる現
代の市場経済 この繍 の中で,独 立駐 の企業組織 競争肺 場 システム・
新マク。調整 ・制御 ステムは,す べて一定程度成財 ると言えるが源 始的
な市場繍 中のあの市場蒲 根,行 政介入砿 範な硫 経済活動の混乱.
無秩序の状態の支配を招いてはならない。
さらに渉 進んで現 代の楊 繍 に絡 種各様の鯉 があることを指摘 し
なければならない.あ るものは比較的有効であるが・あるものはそれほど有効
でな く,あ るものは比較的大 き鰯 点をもつ可能性がある・われわれは・すべ
ての長所を広 くとりいれ,自 己の特色をもつ市場経済システムを設計 しなけれ
しまならなしへ0
目下,国 際的な繍 学研究のホ ットな翻 ま・米英式の市雛 済 アジア太
平洋式の市場繍 ドイツの社会的市雛 済についての比鯛 究である・多 く
のひとびとの英米飾 場経済に対する論1塙 くない・イギリス経済 は冷 世
紀半ばに下降線 をたどりはじめ,こ こ+,y｠来保守党政府 は潮 壊局面の挽回
をこころみているが退 勤 轍 はできていないようだ・アメリカは最近20数
年来凝 争力低下の舶 獺 向を示 し,この数年・轍 最大の魏 におちいり・
現在 安定的復活があるかどうか もまだ定論 はない・ この類型の市場繍 は・
マク。か らミク。の繍 まで,あ 鍾 大な欠痔宿・たとえば・マク・繍 の管理
謹 能力に比較的差があり,貯蓄剰 まきr'て 低 く・技術進歩は粉 でな く・
大企業の管理の失敗 と活力の低下,等 々が存在する・ひとびとはまさに・ この
種の欠陥を生みだす制度上の原因,さ ら1こ文化的背景(た とえば臥 臓 柵 直
観)上の原因の分析に力をいれている.ア ジア太平洋式の市場経済はというと・
轍 期の躰 にはじまり,後にはまたいわゆる 「4小竜」「3小虎」力弐あり・特
別に活気に満ちていることが目立つ.こ の鯉 の市場繍 は・諜 繊 測 政
金融 システム政 府のマク噌 理および 「行政鱒 」などの面で・すべて旧式
の市場経済 と黙 る轍 をもっている.こ のモデル}ま茨 米モデルよりも本当
によりいっそう有効か,こ のモデル1まな賄 効か・経済界の諸説はばら1ざらで
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あ りa'し た織 はない・現在 われわれは配 の市雛 済腱 設するとき,
は じめか ら比較的よい琳 的枠組を選択すべきである
.こ の点 までもっていく
ためには・ これらすべての国の1 _r'制度1こついて深い比較分析を行 い
,こ のこ
とによって舗 繍 モデル下の黙 る経済メカニズムの長短優劣
について適切
な判断を しなければならない・このようにしてはじめて泊 分たち購 の歴史
文化 と鰍 な政治繍 条件 とにもとづし・て泊 分たちの特徴に合 っ姉 場繍
モデルを蹴 することができる・ この礫 の上に,で きるだけ速 く政 革を_
歩前趣 せる全体計画を制定 し洛 囎 の改革実施案 の設計をする腰 があ
る。
わ姻 では政 革媚 標 ・モデルは長期にわたって::i,さに欠け渡 々反復




国家制度改革委飴 は渡 ・嘲(1988-95年)の改革計画の研究 と識 を繊
したことがある・その後・この濁 も中断 して しまった.本年[1992年]3月,
中国共産党中央政治局轍 勒 加速を決定 した以後 も計 画設諸 動はあまり
大 きな進展が得 られなか った・それゆえ,舶1こ 至 るも依然 として讃 任ある
繊 機関の制定 した全体緬 および実施案をみるに至っていない.い かなる経
済 システムもすべて有機的システムであり,繍 制度の設計1ま,スー パーマー
ケ ットで商品を購入するように・臆 に選択できるものではないので,そ れぞ
れの部分を互 いに組み合わせることを保証 しなければな らない
.目下洛 地域,




新制度の建設 は・行わなければならない翻 の側面が多 く,ま 儲=」 の間
の緊密な協力が腰 なので・かならず一定の緻 ある機関によって繍 をL°・'
なければならない・同時に・経灘 吐度の改革 は,不 腿 的に既存の利益構造.
方式 に融 せざるを得ず・ したがって必然的にさまざまな騰 と嬬 に遡 せ
ざるを得ないので・いかなる改勒 施策 もすべて,綴 的な努力樋 じて轄
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を克服 して,は じめてその貫徹謹 めるのである・ とくに現在の改革 はすでに
さらに深い賭 にはいっており,あ るい くつかの側面の改革 たとえば財麓
の画定,公 韻 産の管..式 の確定漸 しい財政 ・r制 度 と新 しい金融鍍
の.一 は,す べて下か ら上への自然成長的1こ擁 する方式ではけっして実現で
きず,国 の蔽 ある機関が指勒 をもって.,な ければな らない・およそこの
種のものは,改革 プ・セス全体が=a・強で強力な高雛 威繍 樋 して脇 調
を働 渓 施を繊 すること繧 求する・もしそうではな く・舳 放任ならば・
各地域洛 部門洛 戦 はそれぞれ自分たちの酷 と願望にもとついて・「舳
演技」を し,おのおのが昔の 「棋」を神がカ・って顕示 し課 刻な協翻 題を発
生させ泌 然的に改革のコストを大 きくし・国内続 市場の形成の時間を遅 ら
せ,国 民経済全体の飛躍を妨 げる。
とくに注目しなければな らない点}ま,当面の改革加速 という醐 の下で汰
衆の熱意 はきわめて高 く現 代化pの 飛躍的発麗 渇望 していることであ
る.しか し,繍 改革の類 的部分に大 きな進展がな く噺 しい経済制度の建
設の進度は緩慢で,経 済効率に瀦 な上昇 もないとすれば現 代化鰍 の新 し
い道に_歩 ふみだす堅実な基脚 欠1ナているのである・改勤 巖 を賄 にカa
なって加速できず周 民繍 の運行で根幹的地位にある国有企業の運行 メカニ
ズムに根本的変化を実現させることができないとすれば・「病気 もちの齢 」の
縫 部門が国民経済全体の持棚 成長を支えるのは困難である・このような状
況の下で,厳 速度を高めることは,経 済 「過熱」とイ ンフレ熔 易に引き起
こす.こ のような状況醗 生するな らば,す でに出肌 姻 民繍 の成長 と改
革.開 放の良好な勢いの挫折を避けること1姻難である・ こうし嫡 途を避け
るためには滴 雛 麟 構 は協調と欄 改革の 「堅塁攻略戦」の都 を確実に





呉槻1930年 灘 省鯨 市姓 まれる・54年復旦大学繍 系を嶺 中国科学院
繍 研究所に入所・耽 国務院発展研究センタ 研ー獺 沖 国社会科学院鞭
.83-84年工一ル大学額 研究員・196・年代初期の中ソ論争では,呉駒 筆名でソ連の通説と
は黙 る 「過醐 論」m表 し旧 本の社会蟻 研究都 も多大の影響を与えた(「
社会蟻 社会の過渡的性格沖 対 繍 研究』196・年第陽 躰 のr繍 評論
』1961年4月号に翻訳網 載)
・現代中国における社会蟻 的市場繍 の推儲 のひと
諭&灘 麟 欝 迄蕪 潔 讐1992年)は・「中国の市場
著者 註
(1)『マル ク ス… ゲル ス選 集』中文 第2巻 ,454ペー ジ.以 下訳者 註:胡 版rM
E蝶 』第18巻55ペ ー ジ・「土地 の国創 ヒにつ いて」(1872年)の邦訳 で は
,次 のよ うにな
ってい る・「生爵 段 咽 民 的集 中 は冶 理 的 な共 同緬 に従
って議 的1こ行動
す る・ 舳 で平等 姓 瀦 たちの諸 協同組 合 か らな る覗 会 の 自然 的基礎
となるで あろ う」
・ ここで の文脈 にふ さわ しいマノレクスの思想 と して は
,「つ の..こもとつ
いて全 国 の生 産 を:a-;し・ こう してそれ を 醗 の統 制 の もとに」 お くよ うな
「協 同組 合 の酷 体 」 が ある(「 フランス1こお け る内乱」 大 腋 全集第
17巻319-
320ペー ジ)。
(2)郡小平 は次 の よ うに指摘 した・「改革 は革 命 で あ る」.「当然 それ は人 に対 す る革
命 で はな く・制度 に対 す る軸 であ る」(r郵小救 選(1975-1982)』人貼 版社
,1983年
,125,143,351--352ペー ジ)。
(3)『緬 繍 姉 欄 轍 集(第a)』 繊 出版 社
,1983年 を全観 よ。
ω 賄 之 「姻 の特 色 を もっ社 会蟻 の旗 の下 で一一 鄭小平 曙 作 の潴 ノー ト」
『解 放 日報 』1992年4月16-19日付 よ り引用 。
(5)
献欝 翻1縣 灘 繋 鍵1ナ聯 」r第12回党大会一 要文
0
(6)1r-:「党 の第12期3中 全 会 にお1ナる緬 発言 」r第12回党大 会以来
の聾 文献選編
』 人民 出版 社,1986年,598ペー ジ。(7罐灘 繍 縢 讃 経済」『社会主義初級段階の市場経済』煤 東北
翻 離濃 諜 藁 こ繍;こ重馨 溜 灘 謝 認 鐙 箭 臨
(10)「市 場 と市 場.一ｺ'の弁別 ・分折」r真理 の追求 』1991年第2号
。(11)「当
面 の改革 に関 す る私 見」 『真理 の追求 』1991年第8号
。(
1圃 小",1979年11月26日の アメ リカrエ ンサ イ ク・ペデ
ィア・ブ リタニカ』副編
(76) 市場経済と計画経済②273
集 長 ジ ブ_と の会見 の さいの談話.鯖 之 「中国 の特色 を もつ社会 蟻 の旗 の下
で 蚤邦小平 の著作 の読 書 ノー ト」『解放 日報』1992年4月16日一19日付,を 見 よ。
fl3)筆者 の意 見 によれ ば,「請負 」「賃 貸∬ 売却」 の三形式 の うち一 般 に 「請負 」 は
「賃貸 」 に及 ばず,「賃貸 」 は 「売却 」 に及 ば ない。
